
政

令

平成™›年š月š˜日 土曜日 (号外特第˜—号)官 報

第
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
付
随
サ
ー
ビ
ス
業
）

第
一
条
の
二

法
第
三
条
第
六
号
の
政
令
で
定
め
る
事
業
活
動
は
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
・
サ
ー
バ
運
営
業
（
情
報
通
信

業
に
属
す
る
事
業
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
者
が
容
易
に
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
体
系
的
に
構

成
さ
れ
た
情
報
の
提
供
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
行
う
も
の
（
通
信
業
及
び
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
に
属
す
る
も

の
を
除
く
。）を
い
う
。）、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
・
コ
ン
テ
ン
ツ
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
（
情
報
通
信
業
に
属
す

る
事
業
の
う
ち
、
コ
ン
テ
ン
ツ
（
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
造
、
保
護
及
び
活
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法

律
第
八
十
一
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
い
う
。）の
提
供
又
は
顧
客
の
た
め
に
情
報
の
処
理
を

行
う
役
務
の
提
供
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
行
う
も
の
（
通
信
業
及
び
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
に
属
す
る
も
の
を

除
く
。）を
い
う
。）及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
サ
ポ
ー
ト
業
（
電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

二
年
法
律
第
百
二
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
証
業
務
そ
の
他
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
円
滑
な
利
用
を
支
援

す
る
役
務
の
提
供
を
行
う
事
業
を
い
う
。）に
係
る
事
業
活
動
と
す
る
。

第
二
条
第
三
号
中
「
こ
の
号
」
の
下
に
「
及
び
第
十
一
条
第
二
項
第
三
号
ヘ
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
二
号
を
加
え

る
。四

自
己
の
電
子
計
算
機
に
お
い
て
顧
客
の
情
報
を
保
管
し
、
か
つ
、
災
害
、
事
故
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
当
該
顧

客
の
電
子
計
算
機
に
保
管
さ
れ
た
情
報
が
滅
失
又
は
毀
損
し
た
場
合
そ
の
他
の
当
該
情
報
の
利
用
に
支
障
が
生
じ

た
場
合
に
お
い
て
、
自
己
の
電
子
計
算
機
に
保
管
さ
れ
た
当
該
顧
客
の
情
報
を
当
該
顧
客
に
提
供
す
る
事
業

五

入
場
及
び
出
場
が
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
管
理
さ
れ
る
場
所
に
設
置
さ
れ
る
電
子
計
算
機
で
あ
っ

て
、
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
（
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）

第
三
条
に
規
定
す
る
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
を
い
う
。）を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
そ
の
他
の
顧
客
の
情
報
の

漏
え
い
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
に
お
い
て
顧
客
の
情
報
の
保
管
を
行
う
事
業

第
三
条
第
一
号
ロ
中
「
作
成
等
」
を
「
作
成
そ
の
他
の
業
務
の
実
施
」
に
、「
市
場
等
に
関
す
る
」
を
「
市
場
調
査
そ

の
他
の
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

顧
客
の
従
業
員
の
勤
務
の
状
況
の
記
録
、
顧
客
の
従
業
員
の
給
与
の
計
算
及
び
記
録
、
顧
客
の
会
計
帳
簿
の

作
成
そ
の
他
の
こ
れ
ら
に
類
す
る
定
型
的
な
業
務
で
あ
っ
て
、
複
数
の
顧
客
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
行
う
も
の

第
四
条
の
見
出
し
を「（
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
事
業
）」に
改
め
、同
条
中
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
削
り
、

第
六
号
を
第
二
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
四
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
十
号
及
び
第
十
一
号
を
削
り
、
第
十

二
号
を
第
六
号
と
し
、
第
十
三
号
を
第
七
号
と
し
、
同
条
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

八

電
気
業
（
沖
縄
の
事
業
者
の
製
品
の
開
発
力
の
向
上
若
し
く
は
生
産
に
関
す
る
技
術
の
向
上
又
は
沖
縄
の
特
産

物
と
し
て
相
当
程
度
認
識
さ
れ
て
い
る
農
林
水
産
物
若
し
く
は
鉱
工
業
品
に
由
来
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
の

促
進
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
施
設
又
は
設
備
を
法
第
三
十
五
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す

る
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
地
域
の
区
域
内
に
お
い
て
設
置
し
て
行
う
も
の
に
限
る
。）

九

商
品
検
査
業

十

計
量
証
明
業

十
一

研
究
開
発
支
援
検
査
分
析
業

第
四
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
国
際
物
流
拠
点
産
業
）

第
四
条
の
二

法
第
三
条
第
十
一
号
の
政
令
で
定
め
る
事
業
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

道
路
貨
物
運
送
業

二

倉
庫
業

三

こ
ん
包
業

四

卸
売
業

五

無
店
舗
小
売
業
（
訪
問
販
売
小
売
業
及
び
自
動
販
売
機
に
よ
る
小
売
業
を
除
き
、
国
際
物
流
拠
点
（
法
第
三
条

第
十
一
号
に
規
定
す
る
国
際
物
流
拠
点
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
お
い
て
積
込
み
又
は
取
卸
し
が
さ
れ
る
物
資
の

販
売
を
行
う
も
の
に
限
る
。）

六

機
械
等
修
理
業
（
国
際
物
流
拠
点
に
お
い
て
積
込
み
又
は
取
卸
し
が
さ
れ
る
物
資
の
修
理
を
行
う
も
の
に
限

る
。）

七

不
動
産
賃
貸
業
（
そ
の
集
積
の
形
成
が
貿
易
の
振
興
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
規
模
、
構

造
及
び
設
備
を
有
す
る
倉
庫
を
賃
貸
す
る
も
の
に
限
る
。）

八

製
造
業

（
特
定
国
際
物
流
拠
点
事
業
）

第
四
条
の
三

法
第
三
条
第
十
二
号
の
政
令
で
定
め
る
事
業
は
、
前
条
第
二
号
、
第
三
号
、
第
五
号
、
第
六
号
及
び
第

八
号
に
掲
げ
る
事
業
と
す
る
。

第
五
条
中
「
第
三
条
第
十
二
号
」
を
「
第
三
条
第
十
四
号
」
に
改
め
る
。

第
二
章
第
一
節
の
節
名
中
「
観
光
振
興
地
域
」
を
「
観
光
地
形
成
促
進
地
域
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
見
出
し
を「（
観
光
地
形
成
促
進
地
域
の
要
件
）」に
改
め
、
同
条
中
「
第
六
条
第
三
項
第
一
号
の
」
を
「
第

六
条
第
二
項
第
二
号
の
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
文
化
財
等
の
」
を
「
文
化
財
そ
の
他
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二

号
中
「
第
六
条
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
六
条
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
こ
の
項
」
を
「
こ
の

条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
八
条
第
一
項
第
三
号
中
「
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
」
を
「
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
五
千

平
方
メ
ー
ト
ル
」
を
「
千
平
方
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
」
を
「
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル
施
設
等
」
に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
第
二
十
八
条
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
第
二
十
八
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
」
を
「
第
二
十
九
条
第
一
項
の
」
に
改
め
る
。

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

国
事
行
為
臨
時
代
行
名

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
九
十
七
号

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、

並
び
に
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四
号
）
第
三
条
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
及
び
第
十
号
か
ら

第
十
二
号
ま
で
、
第
六
条
第
二
項
第
二
号
、
第
八
条
第
一
項
、
第
二
十
六
条
、
第
二
十
八
条
第
一
項
、
第
二
十
九
条
第

一
項
、
第
三
十
条
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
三
十
五
条
第
二
項
第
二
号
、
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
十
四
条
第
一
項

及
び
第
三
項
、
第
四
十
五
条
第
一
項
、第
五
十
六
条
第
一
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
百
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
観
光
振
興
地
域
」
を
「
観
光
地
形
成
促
進
地
域
」
に
、「
産
業
高
度
化
地
域
」
を
「
産
業
高
度
化
・
事
業
革

新
促
進
地
域
」
に
、「
特
別
自
由
貿
易
地
域
」
を
「
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
に
お
け
る
事
業
の
認
定
」
に
、「
第
二

十
五
条
」
を
「
第
二
十
四
条
」
に
、「
第
二
十
六
条
e

第
二
十
八
条
」
を
「
第
二
十
五
条
e

第
二
十
七
条
」
に
、「
特
定
業

種
等
（
第
二
十
九
条
・
第
三
十
条
」
を
「
特
定
業
種
（
第
二
十
八
条
」
に
、「
第
三
十
一
条
・
第
三
十
二
条
」
を
「
第
二

十
九
条
・
第
三
十
条
」
に
、「
第
三
十
三
条
」
を
「
第
三
十
一
条
」
に
、「
第
五
章

大
規
模
振
興
拠
点
駐
留
軍
用
地
跡
地

第
六
章

国
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
の
特
例

の
要
件
等
（
第
三
十
四
条
e

第
三
十
七
条
）

等
（
第
三
十
八
条
e

第
四
十
二
条
）

」を
「
第
五
章

国
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
の
特
例
等
（
第
三
十
二
条
e

第
三
十
六
条
）」に
、「
第
七
章
」
を
「
第
六
章
」
に
、「
第
四
十
三
条
」
を
「
第
三
十
七
条
」
に
改
め
る
。
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